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ＪＲ東労組  業務部 

効率化により駅の要員が減る中で、こ

れだけの売り上げを生み出している

のは、組合員の努力の賜物だ！ 

自然災害の影響を最小限に抑えるこ

とができたのは、組合員が安全と安定

輸送を第一に考え行動したからだ！ 

世代交代が進む中、災害を想定し処置

を行うことや、日頃からの訓練により

安全・安定輸送確保に努めている！ 

助役は「人材育成」「後継者育成」に

奮闘している！年末手当満額回答も

優秀な人材確保の一つの材料だ！ 

要員が減り組合員一人ひとりの負担

が増える中で、会社施策の推進に向

け奮闘している！ 

安全・プロジェクト推進に向け奮闘

した成果に報いるべき！それが将来

プロジェクトの成果にもつながる！ 

JR東日本の中軸を担っていくことと

なる若手組合員は現場で奮闘してい

る。評価し年末手当に反映すべき！ 

診療報酬改定など外的なマイナス要

因を跳ね返すべく、組合員は日夜献

身的な努力をしている！ 

当社は公益性の高いインフラ産業であり、取り巻く環境を勘案して、慎重に判

断せざるを得ない。 

物件費の増加は経営上見込まれているべきものであり、支給額を減らす根拠に

はならない。 
 

外注工事の労務単価の上昇等、会社内でコントロールできない費用の増加があ

ることも事実。 

好業績は社員一人ひとりの努力が功を奏した結果である認識は一致している。 


